
 

特別支援教育通信 

香焼小学校「ひ・な・た学級」について 

昨日までで GWが終了しました。長いお休みの後は、大人でも仕事に行くのが億劫だな、

と感じることがありますよね。子どもなら尚更かもしれません。少しでもお子さんの気にな

る様子が見られましたら、すぐ学校までお知らせください。また、9日（金）から始まる個

人面談の折に、ぜひお子様の学校での様子を担任にお聞きください。 

さて香焼小の特別支援学級は「ひまわり」・「なのはな」「たんぽぽ」の３クラスあり、子

どもの実態に合わせて特別支援学級と交流学級で生活・学習しています。 

朝の会や帰りの会、給食、そうじなども交流学級でします。「いってきまーす。」と挨拶し

て支援学級に行き、「ただいま。」と言って戻っています。学級のみんなは「いってらっしゃ

い。」「おかえり。」と声をかけてくれています。また、これはひまわり・なのはな・たんぽ

ぽの支援学級の子供たちだけでなく、通級教室「たけのこ」の子供たちも 

いるので、出入りもしょっちゅうですが、子どもたちは何の違和感もなく、 

それが普通のこととして過ごしているのです。素敵なことですよね。 

 

 

 

 

 

特別支援教育って？  

以前は、「特殊教育」と言われていましたが、平成１９年から「特別支援教育」に変わりまし

た。呼び名だけでなく、考え方が根本から変わっています。特別支援教育とは「特別支援学級だ

けでなく、通常学級に在籍する生活や学習面で困っている子供に対して、それぞれの教育的ニー

ズを的確に把握して、適切な教育的支援を行う」ものです。 

子供たち一人一人の将来のために、今、何が必要なのか、何をするのがベストなのかを学校と

家庭だけでなく、福祉、医療などいろいろな方と連携や協力をしながら一緒になって考えていく

ものです。 

お子さんは、毎日笑顔で登校していますか？学校では着席しての学習活動が主であり、集団行動

をとらなければならない場面が多くあります。その中で自分の気持ちをコントロールすること

や、我慢することを学びながら学級という集団で「社会勉強」をしています。ただ、全員がうま

く生活できるとよいのですが、子供によってはうまく適応できずに困ってしまうこともありま

す。子供たちの困り感を 

放っておくと学校が楽しくなくなり、勉強が嫌いに 

なり、不登校になっていくことも懸念されます。 

 

 

 

 

          

通級指導教室「たけのこ」について         
香焼小学校にある「たけのこ教室」は通級指導教室です。通常学級に在籍しながら、週 1～2回

必要な教育的支援を受けることができるのが通級指導教室です。 

 

※たけのこ教室は土台づくりの教室です！ 

小学校生活の段階で学習面・生活面・社会性での 

基礎となる部分をサポートする教室です。 

 

              ≪指導内容の例≫ 

学習面          生活面         社会性 

・書字指導           ・集中力向上      ・コミュニケーション力 

・認知面（見る力・聞く力・   ・整理整頓       ・気持ちのコントロールの 

 記憶・空間認識）       ・持ち物の管理      しかた 

・体幹トレーニング       ・時間を意識した    ・社会のルールの理解 

・ビジョントレーニング      生活習慣       ・暗黙のルールの理解  

・学習支援（先取り学習）    ・姿勢の保持      ・気持ちのリラックス・発散          

 

★保護者・担任と連携をとり、お子さんの困り感を軽減し「自信」を付けさせていきます。 

★学年が上がるにつれて自尊心が低下したり、友だち間でのトラブルが悪化したりするなど状況

が悪くなること（二次障害）を未然に防いでいきます。 

 

ひなた便り ② 長崎市立香焼小学校 

令和７年５月７日（水） 


